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公
民
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け
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十
月
十
六
日
（
月
）
、
９
日
間
の
秋
休
み
を
終
え
、

令
和
５
年
度
の
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
短

い
休
み
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
の
活
動
が

止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
休
み
初
日
の
七
日

（
土
）
は
第
１
４
回
那
覇
・
島
尻
地
区
中
学
校
交
流
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
十
四
日
（
土
）
は
第
６
５
回
沖
縄

県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
に
本
校
生
徒
が
参
加

し
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
と
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
十
四
日
の
夕
刻
に
は
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
“
第
５
３
回
繁
多
川
ま
つ
り
”
に
、
地
域
活

動
（
繁
多
川
子
ど
も
会
は
ば
た
き
）
で
活
躍
す
る
本

校
生
徒
の
エ
イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
多
方
面

で
の
活
動
・
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本

校
生
徒
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
、
激
励
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
学
校
の
様
子
並
び
に
生
徒
活
動
状
況
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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２
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八
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コ
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ク
ー
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沖
縄
県
中
学
校
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会
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コ
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ク
ー
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＊
大
城
厚
太
さ
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、
３
年
連
続
の
金
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で
す
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共
通
男
子
砲
丸
投  

２
年 

入
里
慶 

＊
本
大
会
は
、

今
回
を
持
っ
て

長
い
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る

事
と
な
り
ま

し
た
。
砂
川
裕

之
典
さ
ん
は
、

最
後
の
県
陸

上
大
会
の
那

覇
地
区
代
表

選
手
団
男
子

主
将
を
務
め

て
い
ま
す
。 
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の
よ
う
に
感
じ
る
く
ら
い
、
心
優
し
い
学
年
で
す
。 

 

し
か
し
、
た
ま
に
そ
の
特
徴
が
悪
い
方
へ
働
い
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
授
業
中
に
答

え
は
分
か
る
け
れ
ど
、
誰
も
挙
手
し
て
い
な
い
か
ら

自
分
も
挙
手
し
な
い
。
給
食
準
備
時
間
中
、
早
く
準

備
し
な
い
い
と
い
け
な
い
け
れ
ど
、
周
り
も
ま
だ
し

て
い
な
い
か
ら
、
自
分
も
ま
だ
や
め
て
お
こ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
良
く
も
悪
く
も
周
り
を
見
て
行
動
す
る

こ
と
が
私
達
２
年
生
の
自
慢
で
も
あ
り
、
改
善
す
べ

き
点
で
も
あ
り
ま
す
。
良
い
と
こ
ろ
は
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
学
年
全
体
で
少
し

ず
つ
直
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

私
達
２
年
生
に
は
も
う
一
つ
、
大
き
な
長
所
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
事
に
も
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
私
達
は
そ
の

長
所
を
最
大
限
に
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の

演
技
を
大
成
功
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
活
か
し
、
十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
二

日
ま
で
の
、
中
学
校
生
活
一
度
き
り
の
修
学
旅
行
を

苦
い
思
い
出
で
は
な
く
、
楽
し
い
、
最
高
な
思
い
出

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
達
２
年
生
は
周
り
を
見

て
行
動
す
る
人
が
多
い
の
で
、
み
ん
な
が
同
じ
方
向

を
向
い
て
心
を
一
つ
に
頑
張
れ
ば
、
最
高
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
最
高
の
結
果
が
つ
い
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
松
城
中
学
校
の
中
堅
学
年
と
し
て
、
先

輩
も
後
輩
も
支
え
ら
れ
る
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な
れ

る
よ
う
、
お
互
い
を
信
じ
る
心
を
も
っ
て
二
学
期
で

も
、
人
に
優
し
く
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。 

３
学
年
代
表 

大
城 

龍
之
介 

今
日
か
ら
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
年
生
は

中
学
校
生
活
に
も
慣
れ
て
き
て
、
二
年
生
は
修
学
旅

行
と
い
う
中
学
校
生
活
最
大
と
も
言
っ
て
い
い
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
私
た
ち
三
年
生
は
、
自
分
の
進
路
と

向
き
合
い
、
受
験
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
始
め
る 

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
受
験
ま
で
、
残
り
５
ヶ
月

弱
と
な
り
、
残
さ
れ
た
学
校
行
事
も
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
終
わ

っ
た
ら
、
よ
り
一
層
受
験
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

私
た
ち
三
年
生
は
一
学
期
、
受
験
生
と
い
う
自
覚

が
あ
ま
り
持
て
な
く
、
メ
リ
ハ
リ
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
反
省
も
、
二
学
期
か

ら
は
心
を
入
れ
替
え
三
年
生
と
し
て
、
受
験
生
と
し

て
改
善
し
て
、
受
験
生
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
の
あ

る
学
級
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
学
級
に
な
る
よ
う
に
級
長
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
取
り
、
ク
ラ
ス
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
残
さ
れ
た
五
ヶ
月
弱
と
い
う
期
間
を
無
駄
に

せ
ず
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
三
年
生
の
威
厳
を
見

せ
、
３
月
の
受
験
に
向
け
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

２
学
年
代
表 

廣
田 

葉
奈 

本
私
達
２
年
生
の
大
き
な
特
徴
は
、
優
し
い
心
を

持
っ
た
人
が
多
く
、
い
つ
も
周
り
を
み
て
行
動
す
る

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
、
誰
か
が
困

っ
て
い
た
ら
男
女
構
わ
ず
、
「
大
丈
夫
？
」
「
手
伝

お
う
か
？
」
な
ど
の
声
か
け
を
し
、
問
題
が
解
決
す

る
ま
で
一
緒
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
当
た
り
前 

 

１
学
年
代
表 

當
真 

愛
子 

一
学
期
は
、
授
業
中
の
騒
が
し
さ
や
給
食
準
備
の

遅
さ
、
協
調
性
の
無
さ
や
身
な
り
、
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
の
使
い
方
な
ど
を
よ
く
先
生
に
注
意
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
、
良
か
っ
た
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
大
縄
跳
び

で
、
最
初
は
全
く
跳
べ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
回
し
手

を
変
え
て
み
た
り
、
か
け
声
を
大
き
く
し
た
り
、
順

番
を
い
じ
っ
た
り
し
て
１
０
回
以
上
跳
べ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
工
夫
が
で
き
る
の
は
、
こ

れ
か
ら
も
っ
と
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て

二
学
期
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
１
年
生
ら
し
く

元
気
に
取
り
組
み
、
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
残
り
少
な
い
１
年
生
生
活
を
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
行
動
に
責

任
を
持
ち
、
２
年
生
に
向
け
て
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

10/14（土）『繁多川まつり』於;石田中グランド 

はばたきのエイサー演舞披露 
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 二学期始業式  

式 辞 

おはようございます。令和 5 年度 2 学期の始業式を迎え、いよいよ 2 学期がはじまります。 

一学期、様々なことに挑戦してきました。毎時間の授業や学級活動、学校行事、生徒会活動

に加え中体連での活躍・部活動を通して、「とりあえずやってみよう！」…お互いの声かけや

先生方の叱咤激励を受け一歩一歩成長への歩みを進めていきました。「自ら考える力」をつけ

ることはこれからも日々私たちの訓練です。さらに、人間性を研き、豊かな創造性を培うため

に二学期「協働する力」「自分を表現する力」「チャレンジする力」を踏まえた学校生活に励ん

で欲しいと思います。（さて、一学期を振り返り） 

まず、一年生の皆さんには*¹良い点もたくさんありましたが一年生の課題である「けじめが

ない」「すぐきが緩む」この 2点の改善へ向けて、中学生としての３つの心構えお願いします。 

 第一に、学校は勉強する場であることを忘れずに、自ら学び、考え、進んでしっかり自学

に励むこと。「教えてもらう」ではなく「自ら学ぶ」です。 

 第二に、根気強くたくましく、自分の夢や日標に向かって成長してほしい。 

 第三に、中学生として自分で正しく判断し行動すること。年齢を重ねると言うことは自分

の行動に責任を持たなければなりません。そのために、他者の声に素直に耳を傾ける人間性

を磨いてほしいと思います。 

 また、二年生と三年生の皆さんには、次の３つのことをお願いしす。 

 第一に、一年生に対して、先輩であるみなさんが、正しい手本を示してほしいこと。（先ほ

ど一年生に向けた言葉を思い出してください） 

 第二に、二年生は三年生の「巣立ち」を支え、一年生の模範となる先輩として、松城中学

校の伝統を引き継ぐこと。*²どの場面でも一生懸命に取り組む中堅学年としての責任、次代

を担う責任を果たしてもらいたいと思います。3 学年の先輩方は卒業まで、寄り添いながらし

っかり、確実に継承（バトンタッチ）してください。 

 第三に、三年生は、いよいよ自分の進路を決める大切な時期、「夢は見るものではなく、叶

えるもの」です。夢実現に向けて全力で頑張ってほしい。そのスタートラインに立つときで

す。*³授業中騒がしくて叱られたり、集中力がなくて違うことをしたり、また給食当番など行

動が遅いと注意される時間はもったいないです。“Time is money.時は金なり,Time flies.光

陰矢のごとし”です。 

 最後に、一人一人が一学期の自分自身を振り返り、「どのように過ごしましたか」「何らか

の気づき、頑張ったこと、失敗から学んだこと等ありましたか」自分自身に問い、考えてみて

ください。 

学校はみんなが集う場です。お互いに「今できること」を精一杯、協働しながら学びを深め

ていきましょう。松城中学校の共通実践として「焦らず 比べず なりたい自分つくり」を合

い言葉に、またひとまわり成長した皆さんの姿を思い描きながら 2 学期の活躍を期待し、始

業式の式辞といたします。 

*¹～*³生徒代表挨拶より抜粋 

令和５年 10月 16 日    

那覇市立松城中学校 校長 宮城裕子 


